
様式第４号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年度　市 民 参 画 報 告 書

１　参画の対象について記入してください。

（特定地域）建物

２　実施した方法の詳細について記入してください。

対象の名称 花北振興センター整備事業に係る基本設計

担当部署：地域づくり課　　　資料資料資料資料４４４４－－－－③③③③
担当者：木村　　　　　内線（４５３）

対象の内容 老朽化、狭隘化した花北振興センターの改築にあたっての基本設計を行う。

対象区分

周知方法
及び

時　期

方法①

名　称

方法②

10月15日に整備事業の概要を記したチラ
シを地区内に回覧

花北振興センター整備事業基本設計（案）
意見交換会

名　称

周知方法
及び

時　期

当初予定 実施内容

意見交換会の開催 意見交換会の開催

８月号の花北振興センターだよりによ
り周知。

団体の代表者、役員へ意見交換会の開催を
通知し、住民への周知をお願いした。
①５月上旬　花北振興センター建設推進協
議会
②５月中旬　花北振興センター建設推進協
議会
③９月上旬　花北地区コミュニティ会議
④９月中旬　花北地区コミュニティ会議、
花北地区コミュニティ推進協議会、花北振
興センター建設推進協議会

花北振興センター整備事業意見交換会

その他適切と判断される方法 その他適切と判断される方法

当初予定 実施内容

花北振興センター整備事業パブリック
コメント

花北振興センター整備事業（基本設計）意
見募集

１０月号の花北振興センターだよりに
よる周知のほか、ＨＰへ掲載。

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

対象者
（対象
地域）

結果公表
の方法

及び時期

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

12月15日地区内回覧及び花北振興セン
ターで結果を公表

意見提出　４名、１６件

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

①5月17日　10:00　建設推進協議会との
意見交換会　花北振興センター
②5月25日　10:00　建設推進協議会との
意見交換会　花北振興センター
③9月16日　13:30　コミュニティ会議と
の意見交換会　花北振興センター
④9月30日　16:00　意見交換会
花北振興センター

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

結果公表
の方法

及び時期

花北地域住民を対象に実施

対象者
（対象
地域）

意見数　１６件

花北地域住民を対象に実施

参加者　延べ４４名

8月（中間検討）、10月（最終検討）
２回

花北地域住民

12月公表予定 意見を反映したものを整備事業（案）とし
て、10月15日地区内にチラシ回覧

花北地域住民

12月公表予定

１０月 10月15日から11月14日まで意見募集



３　実施した方法の自己評価を記入してください。

方法②

名　称

振興センターだよりによる意見募集を予定していたが、紙面の都合上別刷のチラシとした。
ＨＰでのパブリックコメントを予定していたが、地域限定のため適当でないと判断し、地区内
回覧とした。

花北振興センター整備事業パブリックコメント

○反省点

意見交換会の開催

花北振興センター整備事業意見交換会名　称

○反省点

方法①

○今後の改善点

その他適切と判断される方法

結果は振興センターだよりで周知の予定であったが、紙面の都合上別刷のチラシとした。

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由

○今後の改善点

○市民参画により効果があったこと

意見交換会を行うことにより、率直な意見を聴取することができ、相互の理解を深めることが
できた。

○市民参画により効果があったこと

地区内回覧により、全ての住民に広く周知することができ、市民参画に対する理解を深めるこ
とができた。

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

市民参画職員チーム評価内容

　改善の余地があるとした項目と理由

市民参画・協働推進委員会評価内容

　改善の余地があるとした項目と理由

○今後の改善点○今後の改善点

総合評価

総合評価

　

　

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）


